
部活動改革の全体像（イメージ図）

「地域クラブ活動」
 ●学校以外の地域の多様な主体が実施するスポーツ
・文化芸術活動（法律上は社会教育など）
＜主体の例＞
①地方公共団体（市区町村等）

      ②スポーツ・文化芸術団体（総合型地域スポーツ
         クラブ、体育・スポーツ協会、競技団体等）

③民間事業者 など

●地域の指導者が地域の幅広い生徒に指導

●学校部活動の意義の継承・発展＋新たな価値の創出

「学校部活動」
●学校が主体となる学校教育活動（教育課程外）
●学校の教師が自校の生徒に指導

学校部活動の『地域連携』
●合同部活動の導入や部活動指導員等の
適切な配置により生徒の活動機会を確保

学校部活動の
『地域展開』

【「地域クラブ活動」のイメージ】

少子化が進む中でも、将来にわたって生徒がスポーツ・文化芸術活動に継続的に親しむ機会
を確保・充実するため、学校部活動の『地域連携』及び『地域展開』を推進



都道府県
(教育委員会、スポーツ・文化担当部署等)

登録促進

地域クラブ活動の認定・支援
・活動状況の把握、支援・指導助言
・生徒・保護者等からの相談窓口の設置

地域クラブ活動の運営体制の例（イメージ図）
推進体制の整備

・コーディネーターの配置 ・推進計画の策定・周知

A地域クラブ活動

参加
○中学校の生徒 □中学校の生徒△中学校の生徒

スポーツ庁・文化庁
補助金

伴走支援

円滑な実施に向けた対応
・指導者の確保（教職員の兼職兼業含む）
・活動場所の確保（学校施設の有効活用含む）
・移動手段の確保

指導を希望する教職員
（兼職兼業）

大学生・地元企業の社員

登録

人材バンク
運営

研修
きめ細かなサポート
・広域連携の調整
・伴走支援

市区町村
(教育委員会、スポーツ・文化担当部署等) スポーツ・文化芸術団体

地域の指導者

補助金・
委託金等

B地域クラブ活動 C地域クラブ活動

補助金

スポーツ・
文化芸術
団体

大学
民間
事業者

地域学校
協働本部

推進体制の整備・連携

コーディネーター

総合型
クラブ

教職員

自治体
職員

協議会
（実践するプラット

フォーム）
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